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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2024年 1月 19日（金）Ｎo.23 

例 会 第１５３６回 通常例会/小杉苑  

ソング：奉仕の理想、雪  ソングリーダー：桑原茂君 

■ 会 長 挨 拶          渡邊博文君 

一月も後半戦となりました。先週は、藤枝ロー

タリークラブとの合同賀詞交歓会でした。今月は、

1/6-7 と早々に藤枝南ロータリークラブ杯争奪Ｕ-

10 サッカー大会が藤枝総合運動公園にて開催さ

れました。今年は、メインスタジアムを会場に大

会を行いました。ご父兄もスタンドにて観戦がで

き、選手もバックスタンドが完成した、藤枝市の

こけら落とし前にプレーができ、雰囲気も良く大

会の格が上がりとても素晴らしい大会となりま

した。この大会は地区補助金事業であります。参

加いただいたチームに記念のテントを贈呈いた

します。昨年度からご準備いただきました、前鈴

木幹事、メンバーでサッカー協会の加藤さんご尽

力いただき、ありがとうございました。また、正

月早々の事業にかかわらずお手伝いいただきま

した、鈴木健夫委員長はじめ、メンバーの皆様あ

りがとうございました。 

また、13 日土曜日には、磐田のヤマハスタジア

ムにてラグビー観戦に訪れました、多くの人たち

に、第四グループの合同事業、ウクライナ募金活

動が行われました。能登半島にて災害があり、今

は、ウクライナ募金ではなく、能登半島地震募金

に切り替えた方が良いのではないかと進言しま

した。ウクライナ募金は外せないらしく、会場提

供者も能登半島地震募金を行いたいと考えてい

ました。しかし、会場提供者には募金活動を展開

する人がなく我々には第四グループの100名以上

のメンバーが多くいましたので、ウクライナ・能

登の募金両方をする運びとなりました。私は、実

は、募金活動を外でするのがあまり好きではあり

ません。ラクビー試合観戦来場者から、不意打ち

に脅迫的に募金活動することが、いかがなものか

と思いました。しかし、予想を裏切り多くの人が

募金箱に走り寄って募金をしていただきました。

人の心の温かさをたくさん感じることができ、と

ても良い経験をさせていただきました。 

ＲＬＩの研修も今月で、3 名終了しました。3 日

間にわたる研修、お疲れさまでした。これからも、

ロータリー活動のサポートをお願いいたします。 

ＩＧＭをこれから展開してください。リーダー

になっている方は、設営をお願いいたします。テ

ーマは、「地域社会で必要とされていることは一

体何か」です。 

二月から、いよいよ次年度会長幹事会が藤枝に

て行われます。そして、3 月には甲府にてＰＥＴ

Ｓが開催されます。次年度の準備がいよいよ本格

的にスタートします。ガバナー補佐を輩出し、イ

ンターシティーミーティングを主管します。そし

て、2620 地区第四グループの事務局を運営しま

す。計画をしっかりとして頑張りましょう。よろ

しくお願いいたします。 
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■ 出 席 報 告          小嶋英公君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

43／51 84.31％ 37／51 72.54％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君○伊藤彰君○江﨑君○川口君○鈴木照君 

○中村君○早川君 村松君 

 (１)メークアップ者 

伊藤彰彦君（藤枝） 稲葉俊英君（ｻｯｶｰ） 

山田壽久君（藤枝） 

 

パーフェクト例会数：                                               

                                        

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

 

■ スマイル B O X        小嶋英公君 

・1/6・7に開催された藤枝南ロータリークラブ 

杯 U-10サッカー大会に多くの皆様にご参加頂 

きありがとうございました。 また第 4グル 

ープの合同事業、ウクライナ募金活動に参加 

して頂きました皆様ありがとうございました 

往復マイクロバスを運転して頂きました富澤

幹事、感謝致します。 

RLI（ロータリーリーダーシップ研修）を終え 

たメンバーの皆様お疲れ様でした。今後ロー 

タリーの活動のサポート宜しくお願い致しま 

す。             渡邊博文君 

・今年も結婚記念日を気づかせていただきまし 

た。ありがとうございます。  大村和宏君 

・結婚記念日プレゼントありがとうございまし 

た。22年目になります。    植田裕明君 

・とびっきりのおもてなしをして嫁の誕生日を 

祝い、カトー家に明るい話題をふりまきます 

ありがとうございます。    加藤智之君 

・プレゼントありがとうございます。よい年に 

 していきたいと思います。   中山恵喜君 

・誕生日祝い有難うございます。これからも 

 よろしくお願い致します。   山田幸保君 

・もう何年になるか忘れました。 内山淑夫君 

・プレゼントありがとう！    富澤静雄君 

スマイル累計額  ５２０，０００円 

 

 

■ 会 員 卓 話                  

髙杉光洋君 

小学生のころのことですが通学路にあるお寺の

掲示板にこんな言葉がありました。 

「気に入らぬ 風もあろうに 柳かな」 

江戸時代の僧侶、せんがい・ぎぼん という方が

作った狂歌とか 

子供心にこの言葉が妙に納得し頭の中に入りま

した。 

浜松で育った私は家の周りに沢山の映画館があ

りました。毎日のように映画を観に行っていまし

た。邦画では東映・日活・松竹・東宝・大映がヒ

ット映画をめざしてしのぎを削っていました。 

大映のヒット映画「座頭市」は一作目から見たと

思います。主役はご存じ新太郎。何作目かに、緒

形拳との共演のなかで「落ち葉は 風邪を 恨ま

ない」というセリフがありました。 

主演の勝新太郎はこの言葉が大そう気に入って

いたようで後に森繁久彌と共演した際にも同じ

セリフが出てきました。私も齢を重ねそろそろ

「落ち葉」の域に入ってきました。 

日々気に入らぬ・・・はありますが「落ち葉は風

邪を恨まない」そんな心境になれるよう精進した

いと思う今日この頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

45 44 1 7 
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桑原茂君 

私の『新たにこれから始めたいこと』ですが、結

論から言いますと、『私の妻とゴルフ場巡り』を始

めたいと思っています。 

一年半くらい前からでしょうか・・『子育てもひと

段落したら、私もゴルフやってみようかな・・』

そんな一言から女房もゴルフを始めまして、昨年

の秋には藤枝ゴルフ場でデビュー戦を飾りまし

た。その日、私は一日付き人のようにボールを探

したり、クラブを持っていったり、喧嘩にならな

いように言い方にも気を付けて、女房様のご機嫌

を損ねないように終始務めてまいりました。 

おかげでスコアには納得しておりませんでした

が、『なかなか楽しいね、ゴルフ・・』って私の頑

張りを認めてくれたかのようなお言葉をいただ

くことができました。 

ただ、本格的なゴルフデビューは、２０２４年の

４月頃からになりそうです。 

出てきた答えが先ほどの妻とのゴルフ場巡りに

決めてのですが、そこにたどり着いた理由も述べ

なければなりません。 

そうするとその理由は（女房孝行）から始まりま

した。我が家は三姉妹なんですが、その三姉妹も

長女は現在２６歳で東京で、次女は現在２４歳で

名古屋で、それぞれ社会人生活を送っています。 

三女が上二人と少し歳が離れて生まれた子なの

で、上のお姉ちゃんたちが家を出てからも私たち

の潤滑油として本当にかわいいかわいいの娘で

した。そんな娘がいよいよ一人暮らしで我が家を

離れていきます。 

ちょうど今年結婚３０年という節目を迎えるこ

の時にまた二人の生活に逆戻り・・ 

今まで三人の子供たちとの時間に追われて過ご

してきた妻の生活スタイルが１８０度変わろう

としています。あんなにガヤガヤしていた日常が

三姉妹が家を出た瞬間から静かな生活スタイル

に変わっていきます。 

そんな中、女房から出てきた言葉が『私もゴルフ

やろうかな』でした。 

私はご承知の通りゴルフが大好きです。ゴルフの

何が好きかというと、 

1.ハンディキャップを減らすことがおもしろい 

2.競技会での真剣勝負のその雰囲気が好き。 

3.運動になる。年齢をあまり関係なく末永くでき

る運動なのかなとも思っています。 

4.仲間作り。 

以上の 4 つの点が私がゴルフが好きな理由です。 

ただし、これから女房とゴルフをするとそのゴル

フスタイルも少し変わっていくのかなと思いま

す。 

今考えているのは、月に一回くらい・・ゴルフ旅

行を計画できたらいいなと思っています。 

私の妻は高校卒業して就職して、私と出会い、２

２歳で結婚して家庭に入っていますので、静岡県

から離れたことがありません。私は前の会社の時

に営業で良く全国に出張しておりましたし、ＪＣ

でもよく出かけていたし、大学も東京だったので

今までの人生の間にいろいろな場所に行きまし

た。 

なので、これからはゴルフバックを持参して、い

ろいろな場所に連れていき、そこのご当地グルメ

やら美味しいものを見つけて食べに連れていき

たいなと思っています。 

また、最近ゴルフを始めるということ以外にも妻

が私に言うことがあります。 

子供たちが巣立っていったから私は私の人生を

生きてみたいと・・ 

今までパパが楽しそうにやってきたこと・・ 

●お酒を飲んでみたい（今まで妻は外食時は私の

専用の運転手だったのですがこれからは代行を

使う機会が増えるか、下手をすれば私が運転手に

なってしまうかもしれません） 

●合コンみたいのに行ってみたい。（若いころほ

とんど遊ばずに結婚してしまったため、娘たちを

見ているとそういうことをしてみたいと思うの

かなと思います。私も合コンは若いころしかあり

ませんが、おねーちゃんのいる飲み屋にはたくさ

ん行かせてもらったので、もれからこんなことが

あったら小言も言わず気持ちよく送りとお迎え

の運転手を引き受けさせてもらうつもりです。） 

いずれにしても私がこれから始めようと思った

ことは『女房孝行』女房が今まで私にしてくれた

ことに感謝をして少しでも孝行ができたらいい

なって思いました。 
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ついでに私の好きなゴルフでそんな女房孝行が

できたら尚更いいなと思いました。 

また中間報告ができるように皆様にお約束して

私の卓話を終わらせていただきます。 

 

 

■ 今週の一言         杉浦聡君 

続けていること

は、生活習慣で

はありません。

地域の活動です。

地元の商店街の

団体ですが、志

太商工発展会と

いうところに所

属しております。

既にロータリーを退会された薮崎宰一さんとも 

そこでご一緒になります。 

主な活動は春の桜まつりの応援、それから瀬戸川

河川敷公園で開催される夏祭りの応援です。夏祭

りでは、盆踊りや花火、ポップコーンや焼きそば、

生ビールなども提供しますが、一番思い入れがあ

るのが「お化け屋敷」の設営です。 

このお化け屋敷ですが、お祭り当日の朝から半日

がかりで 元大工さんを中心に骨組みを作り、そ

こにゴザで仕切られた迷路を作り、建物全体をシ

ートで覆い、迷路の各所には 床屋でいらなくな

ったマネキンの首を飾り、障子には血しぶき、昔

ながらのアナログな雰囲気を出すのが特徴です。 

時期はお盆 8月 14日が恒例です。季節柄、夜 7時

過ぎまで明るいです。ですので、暗くなり始めた

夜 7 時半～8 時半までの正味たった 1 時間のみの

営業です。いよいよ暗くなり、お化け屋敷がオー

プンすると、時折小さな子供たちの泣き叫ぶ声が

聞こえますが、設営側はガッツポーズです。泣い

ている子供を見て喜ぶ大人もどうかとは思いま

すが、汗だくで準備した努力が報われる一コマで

す。 

このお化け屋敷ですが、翌日また半日がかりで解

体します。たった 1時間の営業時間のために大人

10人程、かなりの労力で毎年クタクタになるので

すが、昨年 娘が帰省した時に「久しぶりに、あの

お化け屋敷また行ってみようかな～」って言って

いました。それを聞いて、ハッとしました。この

お化け屋敷が地域の皆様のひと夏の思い出、風物

詩、郷土愛に繋がっているようであれば、今しば

らくこの活動を続けていこうかな～と感じてお

ります。いつの日か泣いていた子供たちの誰かが、

あのお化け屋敷は地域の高齢者の汗と善意で出

来ていると感じてくれたら嬉しいなと思う今日

この頃です。 

 

 

 

 

例会プログラム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

1/26(金) 

第 1537 回 
会員卓話 小杉苑 

2/2(金)  

第 1538 回 
会員卓話 理事会 

2/9(金) 

第 1539回 
外部卓話 小杉苑 

2/16(金) 

第 1540回 
会員卓話 小杉苑 
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（担当/森竹君） 

おめでとうございます！ 


